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機能一覧

1 英文校正 文脈を理解した上で、引用、数式、専門用語を変えることなく、文法やスペルの修正や学
術論文に適した表現への改善を提案します。

2 リライト 意味を変えずに文章を言い換え、明瞭化・簡潔化・トーン調整など目的に合わせて読みや

すく整えます。

3 執筆アシスト リサーチクエスチョンのブレストから、アウトライン生成、文章の予測生成など、行き詰

まりを解消するサポートを提供します。

4 リサーチ＆引用 執筆中に浮かんだ疑問には、リサーチ機能で先行文献に裏付けられた回答を得られます。
10,000以上の書式からスタイルを選べる、文献の引用もワンクリックで。

5 翻訳 日本語を含む30以上の言語から英語へのAI翻訳。書き足したい内容は日本語で書いて、そ
の場で英語に直せます。

6 テンプレート AI利用の開示文、メール、カバーレターなど、用途別の定型文を選んで作成できます。

7 チェック 投稿前に、原稿の不備や見落としをまとめて点検し、修正のための指摘や改善ポイントを

提示します。

8 PDFとチャット PDFをアップロードしてPaperpalに指示を出すだけで、内容の把握が簡単にできます。研
究の洞察抽出、要約の作成、データの分析、関連文献の検索など、文献レビューの効率が
劇的に上がります。



英文校正

英文校正

文書内の文章をスキャンして、文法やスペルの修正や
学術論文に適した表現への改善を提案します。

利用方法
・文章ごとにAccept（受け入れ）、またはReject（拒
否）をクリックします。また、変更点をクリックして
一か所ずつ修正することもできます。
・一度Accept/ Rejectした文章は、修正するまで再度
修正案は提案されません。



一貫性チェック【有料プラン限定機能】

文章内の表記の一貫性をチェックします。チェック対
象はハイフンの有無、大文字小文字、スペリングなど
が混在している場合に一括修正することができます。

利用方法
一貫性がかけている場合、候補と共にそれぞれ何回ず
つ使われているか表示されます。

統一したい表記方法を選択し、Fix（修正）を選択しま
す。

英文校正



英文校正

その他の機能

1．ダウンロード
変更履歴付きのファイルをダウンロードできます。

2．辞書機能
修正されたくない固有名詞や単語の表記を登録することで、
英文校正機能に反映されます。

3．校正レベルの設定

1）2つの校正モード
● 文法や読みやすさの基本的な言語チェックに加え、
文脈に沿った修正案を提供するモード

● 文法を修正し読みやすさを向上させるための最低限
の提案するモード

2）スタイル
アメリカ英語かイギリス英語か選択できます。



英文校正

補足

無料版と有料版の違い
・無料版の場合、修正提案は月200センテンスが上限です。利用数は月末にリセットされます。
・一貫性チェックは有料版限定の機能です。



リライト

パラフレーズ：意味は保ったまま、読みやすく自然な別表現
に言い換えたい時に使います（表現の重複を減らす／引用部分

以外を自分の言葉で整理する時）

流暢な表現に変換：不自然さやぎこちなさを直し、自然
で読みやすい英文に整える機能です

学術英語に変換：英文を論文調の学術英語に整える機能で
す

一般的な表現に変換：専門的／硬い表現を、より平易
で一般的な表現に言い換える機能です。

単語数削減：内容は保ったまま文章を短くします（投稿規定
の単語数超過、要旨・カバーレター・図表キャプションの字数
制限に合わせたい時）。

トーンの変換：文章の内容はそのままに、文体（カジュアル
／フォーマル／論文調など）を目的に合わせて整える機能です

同義語提案：語彙の重複を避けたり、論文にふさわしい表現
へ置き換える機能です。



リライト

パラフレーズ

明瞭さと冗長さの削減のために選択範囲内の文章の内容を保

って書き換えます。

利用方法

1. 書き換えたいセンテンス／段落をドラッグして選択

します。

2. ［生成する］をクリックします。

3. 選択範囲の内容を保ったまま、より明瞭で簡潔に書き

換えた文章が表示されるので、必要に応じて差し替え

てください。



リライト

学術英語に変換

学術的な表現に一括変換します。論文執筆時は本機能で
一括変換した後にさらに英文校正機能を使うとより効果
的です。

利用方法

1. 学術的な文体にしたいセンテンス／段落をドラッ

グして選択します。（最大500単語）

2. ［生成する］をクリックします。

3. 選択範囲が論文調（アカデミックトーン）に一括

変換されます。

4. 仕上げに、必要に応じて英文校正を実行すると、

より自然で投稿向きの文章になります。



単語数削減

投稿規定より論文の単語数が超過した時など、内容

は保ったまま文章だけ短くしたい時に使います。冗

長な言い回しや重複を減らして、読みやすく簡潔な

文章に整えたい時に便利です。

利用方法

1. 単語数を減らしたいセンテンス／段落をドラ

ッグして選択します。（最大500単語）

2. 目的に合わせて、［軽度の削減］［中程度の

削減］［大幅な削減］のいずれかをクリック

します。

3. 内容を保ったまま短くなった文章が表示され

るので、必要に応じて差し替えてください。

リライト



トーンの変換

明瞭さと冗長さの削減のための書き換えセンテンス

または段落をドラッグ選択すると、選択範囲内の文

章の内容を保って書き換えます。

利用方法

1. 書き換えたい箇所（センテンス／段落）をド

ラッグして選択します。

※選択できるのは最大500単語までです。

2. 「対象箇所」に選択した文章が入っているこ

とを確認します。

3. 変換したいトーンを選びます：表現を豊かに

（より表現力を上げる）、フォーマル・ビジ

ネス（丁寧で硬め）など

リライト



リライト

同義語提案

定義にあった学術的な同義語を提案します

利用方法

変更したい単語をドラッグして選択し、［同義語を生成］を

クリックします。候補が表示されるので、意図に合う単語を

選び、［置き換える］をクリックしてください。



原稿の書き出しに

● 手元の各種ファイルをアップロードして、読み込んだ内容をもとに

アウトラインや段落の生成を行う。

● 画像ファイルやグラフを読み込んで、文字に起こす。

● 研究ギャップやテーマなどの整理に。

ライターズブロックの解消や、ストーリの展開に

● 下記途中の段落最後にカーソルを置き、既存のプロンプト「Keep 

writing」で書き足しを指示。

● 箇条書きで要点をまとめ、「Expand on this」で段落へ展開。

執筆アシスト



リサーチ＆引用

リサーチ（参考文献検索）
タイトルやDOI、キーワードを入力して論文検索を行います。

利用方法
1) 質問をする
● 調べたいテーマを文章で入力して質問します。
● 関連論文の候補や要点が返り、文献レビューの入口に使
えます。

2) 引用文献を検索

● 引用を入れたい箇所のテキストを選択（または貼り付

け）し、関連する引用候補の文献を検索します。

● 参考文献リスト作成のたたき台を作りたい時に便利です。

3) 特定の論文を検索

● タイトル／DOI／キーワードを入力して論文を検索します。

● 「この論文を出したい」「DOIは分かってる」時に便利。



リサーチ＆引用

引用の保存、挿入
1) ライブラリへの追加
● 関連性の高い文献は、「ライブラリに追加」
● ライブラリに保存した文献は、いつでもワンクリックで

引用可能。

2) 文書への挿入
● 文書内、引用したい箇所にカーソルをあて「引用」をク

リック。
● スタイルを選択して文書に追加。
● 複数引用にも対応。

3) 参考文献の自動生成【有料プラン限定機能】

● 文末に、引用機能で追加した文献に紐づいた参考文献リ

ストが自動生成。

● スタイルの変更にも動的更新。



翻訳

翻訳

翻訳を行いたい単語や文章を選択してください。翻訳言語は50ヶ国
語以上の言語から選択できます。

利用方法

● 翻訳したい単語／文章を選択します（一度につき1000単語の

翻訳が可能です。）。

● ターゲット言語を選びます（50以上の言語から選択可）。

● 翻訳結果が表示されるので、Replace、もしくはコピーして置

き換えてください。



テンプレート

● アウトライン：書き始める前に、全体構成を最短

で固めたい時。

● AI利用に関する開示： AI使用を提出・投稿ルール

に沿って明記したい時。

● 論文の各セクション：タイトルや抄録など、必要

なセクションだけを効率よく作成・整えたい時。

● ブレインストーミング：アイデアや論点を広げ、

次の一手を見つけたい時。

● Eメール：宛先・目的・トーンに合うメール文面

を素早く作りたい時。

● ジャーナルにメールを送る：編集部への問い合

わせや手続き連絡（カバーレター／状況確認／期限

延長など）を丁寧に作成したい時。



テンプレート

アウトライン

執筆したい文書タイプを選択してください

文書タイプを選択することで、適切な構成と必要な要素を含むアウトラインが生

成されます。

利用方法
1. 文書タイプを選択

例：Research Article / Essay  など。
選んだタイプのアウトラインが生成されます。

2. 専門分野を選択 ( 例：生命科学 )

3. トピック（内容説明）を入力
「あなたのトピックを説明してください」に、「何を、誰/何で、どの方
法で、何を明らかにしたいか」を書いてください。
※最低10語以上入力が必要です（情報が詳しいほどアウトライン精度が上
がります）。
参照ファイルを添付（任意）
ジャーナル規定、課題の要件、スタイルガイドなどをアップロードすると、
それに準じたアウトラインになります。対応形式：.pdf / .docx / .xlsx

1. ［生成する］をクリック
選択内容と入力内容に基づいてアウトラインが生成されます。



AI利用に関する開示

AIを「何に使ったか」を明記して、学術倫理に配慮した
提出にするための定型文です。

利用方法
目的：
Students（課題・レポート用）

1. テンプレの [insert AI tool(s)]に使ったAI名を入れ
る

2. [insert purpose(s)]に用途を書く（例：アイデア
出し／下書き／英文修正／要約・引用整理）

3. Insert（文書に挿入）または Copy（コピーして貼
り付け）

Journal（論文投稿用）
1. [NAME TOOL / SERVICE]にツール名を入れる
2. 用途（例：文章生成、文法チェック、データ解析、
文献検索補助）を入れる

3. 出力は自分で確認・編集し、最終責任は著者にあ
ることを明記した文章として挿入／コピーして使
う

テンプレート



剽窃チェック

原稿の類似度チェック（投稿前に「似ている文章」がな

いか確認）します。990億ページのWebデータ＋オープン

アクセス論文2億本を含むデータベースと照合して、類似

箇所を検出します。（無料枠：利用可能ワード数 10,000 

words（残量表示あり））

利用方法
● チェックしたい原稿ファイルを用意（対応形式：

doc / docx / pdf）
● 画面の［Upload］ / ［Upload new document］を
選択。

● ファイルをアップロードし「Check plagiarism for 

this document」を選択して、Plagiarism check（類
似チェック）を実行。

● ワード数が足りない：［Buy more words］で追加
購入

チェック



チェック

論文一括チェック

原稿をアップロードすると、ジャーナル投稿で落ちが

ちなポイント（体裁・必須項目・言語品質など）を自

動チェックし、要約レポート（評価）を表示します。

利用方法

1. 原稿ファイルをアップロード（「Upload your 

manuscript」）

2. Evaluation（評価レポート）を確認（項目別に

状態が表示され、提出前の不備予防に使えま

す）



チェック

AI Detector
原稿の中で「AIによる生成」とみなされる可能性がある箇
所を示し、文体を自然に整えるための見直しポイントを提
示します。

利用方法

1. 原稿（文書）をUpladするか文章をプロンプトに入

力して”Check for AI”を選択しする。

2. 全体の傾向（文書レベル）と、見直し候補（文レベ

ル）が表示されます。指摘された箇所を確認し、必

要な部分だけ修正してください。



チェック

専門家による人力サービス
専門家が、投稿先ジャーナルの投稿規定（フォーマッ
ト・表記・構成など）に沿って原稿を整え、学術的に
適切な文章になるよう仕上げます。

利用方法
ご希望のサービスの［ご注文はこちら］をクリック
し、表示されたページの案内に従って必要事項を入
力・原稿をアップロードしてください。

専門家によるサービスはエディテージの提供です。



PDFとチャット

PDFとチャット
複数PDFをまとめて“質問しながら読む”ための機能。

利用方法

1. PDFを追加する

画面の Add Source からPDFをアップロード（または

追加）します。

2. PDFについて質問する（チャットする）

中央下部のボックスから質問を入力します。

例：

○ 本研究で展開されている主な論点は何か？

○ 前提条件や仮定（存在する場合）は何か？

○ 本研究の背景や文脈を説明せよ

○ 本研究の目的・目標は何か？

○ 導入部の要約を提供してください

○ 既存の研究の空白と本研究の根拠を説明してくだ

さい

3. 右側のNoteセクションから新規のNoteや既存のドキュ

メントを読み込み、スレッドを保存できます。



お役立ちリンク

Paperpal ブログ Paperpal YouTubeチャンネル Paperpal 使い方動画

https://paperpal.com/ja/blog
https://paperpal.com/ja/blog
https://paperpal.com/ja/blog
https://youtube.com/playlist?list=PLei1PE_aG32nS0pEJZFphtMHukGH3g26h&si=fr_rNdWu57KH7f0V
https://www.youtube.com/@Paperpal_Jp/videos
https://www.youtube.com/@Paperpal_Jp/videos
https://www.youtube.com/@Paperpal_Jp/videos
https://youtube.com/playlist?list=PLei1PE_aG32nS0pEJZFphtMHukGH3g26h&si=fr_rNdWu57KH7f0V
https://youtube.com/playlist?list=PLei1PE_aG32nS0pEJZFphtMHukGH3g26h&si=fr_rNdWu57KH7f0V
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